








共和国天津市にある南開大学法学院と学術研究交流の推進を決定し､ 平成 25 年 7 月 1 日



























南開大学への派遣期間は､ 本学の講義実施期間の平成 25 年 6 月 29 日 (土) から 7 月 3
日 (水) までという非常に緊密な日程であったが､ 南開大学法学院の左海聰法学院長をは
じめとする諸先生方の友好的な協力のもと､ 滞在中のすべての予定プログラムを実施する









｢詳結｣ を中心として 鈴木 秀光
〈記念講義〉 日本民事訴訟法における三審制の課題
法の循環の視点から 小野寺 忍
以下に掲載したのは､ これらの講演・講義の記録である｡ 通訳は､ 南開大学法学院の楊
広平 副教授､ 劉 濤 専任講師が担当した｡ なお､ 掲載した写真は､ 南出誠教務部次長の
協力によるものである｡
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